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 要約 

１．数年前には僅かだった米国の対中自動車部品輸入額は急速に増加して

おり、しかも比較的高度な部品も輸入されるようになっている 

２．その背景には米国側の要因として、①ビッグ 3 やサプライヤーが中国

からの調達を進めていること、②多くの納入先企業やサプライヤー自

体の生産拠点が中国に移転していることなどがある 

３．対中輸入急増の中国側要因としては①中国の生産拠点から外資系企業

が対米輸出をおこなっていること、②外資系企業はより複雑で高度な

スキルを要する製品に強く、比較的ローエンドな製品の市場シェアが

多い中国系メーカーとは異なる製品に優位性を持つ 

４．米国では上記のような自動車部品における中国との分業関係について

現状では中国の技術開発力の米国と比べた相対的弱さから楽観視する

見方が多い。また、アウトソーシングの動向についても専門家はその

規模が限定的になる可能性も挙げている。しかし、アウトソーシング

を限定する要因であるコスト構造にしても中国内における技術・ノウ

ハウの高度化、海外からの技術移転や吸収、生産拡大による集積効果

など、今後ダイナミックに変化しうることから、中国からの部品輸入

は今後とも急増し続ける可能性が高い 
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１．米中貿易における自動車関連部

門の位置づけと経済的影響 

 

米中貿易は米国の大幅な赤字が恒

常的に拡大している状況であり、し

かも米国からみた対中輸入拡大を主

導する商品別構造も IT 財などを中

心に労働集約的商品以外の財にも拡

大してきている。とりわけ急速に伸

びている主要商品カテゴリーには自

動車部品がある。完成車の中国から

の輸出は米国向けではないもののク

ライスラー社が中国奇瑞社と共同で

中国で生産された小型車を欧州で販

売する計画を打ち出しているほか、

ホンダは既に広東省の生産拠点から

欧州に輸出している。米メーカー等

による米国への完成車輸出は時間の

問題と見られているが、当面貿易規

模の点では自動車部品の対米輸出の

急増が現実の問題となっている。 

ITI の国際比較統計によれば中国

の対米輸出に占める比率の高い財

（HS4 桁分類）はトップが自動デー

タ処理機械で 2006 年の対米輸出額

287 億ドル、対米輸出総額に占める

シェア 11.8％であるが、自動車部品

は同年トップ 7 位の財となっている。

今のところ輸出総額に占めるシェア

はまだ 1.4％と小さいものの、伸び率

は 32％と急速な伸びを示している

のが特徴である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 中国の対米輸出（香港経由を含む）主要品目 

シェア(%) 伸び率(%) 寄与度

RANK HS Description 2005 2006 2006 2006 2006

輸入総計 201,218    243,610    100.00    21.07      21.07     

1 8471  自動データ処理機械 22,990      28,714      11.79      24.90      2.84      

2 8525  無線通信機器、テレビカメラ 11,143      14,115      5.79        26.68      1.48      

3 8473  事務用機器の部品・附属品 7,092        8,205        3.37        15.70      0.55      

4 8528  テレビ受像機器 3,349        6,056        2.49        80.84      1.35      

5 9403  家具（椅子を除く） 3,952        4,655        1.91        17.78      0.35      

6 6403  履物類（甲が革製のもの） 5,941        6,270        2.57        5.54        0.16      

7 8708  自動車部品・同附属品 2,614        3,452        1.42        32.04      0.42      

8 9401  椅子（理髪用および歯科用を除く） 2,716        3,354        1.38        23.48      0.32      

9 9503  玩具、模型、パズルなど 4,763        4,607        1.89        -3.26      -0.08     

10 6204  婦人・女児用外衣（スーツ、ドレス、スカートなど）ニットを除く 4,259        4,661        1.91        9.44        0.20      

貿易額(100万米ドル)

（出所）ITI 国際比較統計 VI-0725 

（単位：100 万ドル） 
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自動車部品の対米輸出はこうした

貿易統計からも規模が拡大すると予

想されるが、米国産業の中間財のア

ウトソーシングの拡大とそれが米国

産業へ与える影響を考える上で自動

車部品は重要な事例である。先に筆

者が調べたところでは 2004 年段階

で多くの産業において中国が米国企

業の調達先として増大している傾向

が明確になっていた（注 1）。その時

点では中国製自動車部品の対米輸出

規模は 39 億ドルだったのが 2006 年

には 70 億ドルになっているので、わ

ずか 3 年で倍増したことになる（注

2）（米国商務省の自動車貿易データ

の商品分類と統計数値による）。 

 

また、自動車部品産業は関連する

業界団体や労働組合の政治力の強さ

等から米国の対中通商政策に与える

影響も大きいため、通商政策の動向

を分析するにも重要な要素だと言え

る。その意味でも自動車部品産業を

含めた米国自動車産業が中国との貿

易からどのような影響を受けている

のか、どのような戦略をとっている

のかを把握することが重要となって

いる。米議会の米中経済安全保障審

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 米国の自動車部品貿易の推移 2000－2006 年 

（単位：100 万ドル） 
国 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

カナダ 29,601 26,372 27,968 27,474 29,914 31,239 31,900
17,634 15,787 17,217 18,569 20,164 21,581 20,424

メキシコ 12,559 12,010 11,326 10,343 11,304 11,407 12,796
18,663 18,180 20,069 21,039 23,104 24,910 26,368

ドイツ 974 1,116 941 1,019 1,256 1,379 1,591
3,874 3,746 4,336 5,426 6,147 6,709 7,132

日本 2,217 2,008 2,285 2,051 1,534 1,449 1,743
14,535 13,150 13,498 13,745 15,494 16,448 15,377

韓国 454 369 332 309 466 562 570
1,082 1,122 1,383 1,546 1,866 2,709 3,736

中国 225 258 344 510 636 623 815
1,635 1,758 2,242 2,788 3,884 5,408 6,928

世界合計 53,720 49,794 50,087 48,501 52,628 55,054 58,864
66,959 62,726 69,089 74,469 83,444 92,154 95,179

（注）上段は米国から各国への輸出額、下段は各国から米国への輸入額 
（出所）U.S. Department of Commerce, US Automotive Trade Data 1999-2007 
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査委員会は 2006 年に自動車部品産

業に対する中国の影響について公聴

会を開催したが、その背景には米国

自動車メーカーが中国での生産能力

を拡大し、その過程で米国内ではサ

プライヤーが中国製品との競合から

価格圧力を受けて、自らも中国進出

や中国製品調達に走る傾向を生んで

いること、中国に進出した米系企業

が米国に輸出する逆輸出が拡大して

おり、この動向がどこまで拡大する

のかという懸念がある。また、米国

の対中貿易赤字の動向にも係わる問

題と言える。 

 

米国自動車産業は対中貿易の拡大

からどのような影響を受けるのか、

この点について米中ビジネス協議会

が委託した経済への影響予測が発表

されている。この予測では産業別の

影響も計算しているが、製造業全体

は 2010 年に生産 0.5％減少、雇用も

3.5％減少という予測となっている。

自動車という産業分類は計算されて

いないが、最もこれに近い機械およ

び輸送機器でみると生産で 0.4％減

少、雇用では 3.1％減少という予測で、

製造業全体の傾向とさほど違いはな

い。言い換えれば自動車産業は中国

との貿易拡大によって生産も雇用も

マイナスの影響を受けると予測され

ている（注 3）。 

 

同報告書では詳しい仮定条件は掲

載されていないが、中国からの輸入

急増の直接効果を相殺する要因とし

て他のアジア諸国からの輸入減少、

米国の生産性上昇と価格低下が仮定

されている。 

 

中国の輸出の約 6 割が外資系企業

によって行われていることは周知の

ことであるが、米中自動車貿易では

どうなのか、これは米国商務省が発

表する米系多国籍企業の事業活動

（ Operations of U.S. Multinational 

Companies）に関する統計から知るこ

とができる。同統計によれば中国に

所在する米系輸送機械産業の関連会

社から米国に輸入された商品の金額

は 2005 年で 8,300 万ドルであった。

中国の関連会社への輸出も 1 億 300

万ドルに過ぎない。この数値はカナ

ダの同産業に関する輸出 357 億ドル、

輸入 509 億ドルと比べると非常に小

さい数字である。このことはまだ米
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系自動車関連企業は中国の子会社と

の貿易を開始したばかりであるため

に貿易額が小さいのか、あるいは別

の理由で小さい数字となっているの

か不明である。中国における関連会

社の産業分類が輸送機械の場合、自

動車製造に使用される部品は多岐に

わたるため別の産業に分類されてい

る可能性がある。これを勘案して製

造業全体でみると輸出 38 億ドル、輸

入 41 億ドルとなるので分類上別の

産業になっている可能性も考えられ

る。いずれにしてもカナダや中米の

多国籍企業間貿易の規模とは大きな

差がある。 

２．自動車部品産業に与える中国貿

易の全般的影響 

 

１）影響を分析するための一般的理

論フレーム 

これまで述べたような中国製品の

米国市場における輸入額の急拡大は

米国自動車産業にどのような影響を

与えているのか。まず中国からの完

成品（完成車）についてはまだ計画

段階であり、実現したとしても米国

自動車市場にインパクトを与えるよ

うな貿易規模となるかどうか判断す

るにはもう少し時間が必要である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米国への輸出 米国への輸入 
輸送機械 103 83
製造業 2,540 3,185
全産業 3,859 4,116
カナダ 1) 35,714 50,971
中米   2) 17,025 25,236

表３ 米系多国籍企業の対中貿易（2005 年推計値） 

（単位：100 万ドル）

1) カナダの米系輸送機械関連会社との輸出入 
2) 中米の米系輸送機械関連会社との輸出入。メキシコとのデータは公表

されていないため中米を記載。中米の数値の大多数はメキシコの数値

と思われる 
資料：Bureau of Economic Analysis “Operations of U.S. Multinational 

Companies” Table Ⅲ.Ⅰ 11 および Table Ⅲ.Ⅰ 13 
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一方、自動車部品の貿易について

は米国商務省の自動車貿易統計によ

って日本を除くアジア地域では既に

最大の貿易相手となっていることが

示されているように、米国産業に与

える影響はますます拡大していくこ

とが予想される。中国から米国への

自動車部品輸出は米国から中国への

自動車部品輸出の増加ペースを上回

るスピードで急速に拡大しており、

絶対額においても米国の主要輸入先

の一つといっても過言ではない規模

となってきている。 

中国製自動車部品の対米輸出には

米国企業が中国で生産し、米国に逆

輸入しているものの比率も相当ある

と思われるが、米国企業が非関連中

国企業から調達する部分も含めてオ

フショアリングと定義すると、中国

へのオフショアリング拡大は米国自

動車産業の中間財における中国への

依存の高まりを表している。 

通常オフショアリングは理論的に

は低コスト生産国との競合品が多い

産業に対して価格低下や雇用減少等

の効果をもたらす一方、プラス面と

して中間財のユーザーにとっては価

格低下を通じるコスト低下と競争力

を押し上げる等の効果をもたらすと

考えられる。ここのような理論から

演繹される効果が実際に米国自動車

産業で観察されるのか、以下米中経

済・安全保障審査委員会（USCC）

における産業界や専門家の議会証言

から探ることとする。 

 

２）二次サプライヤーへの影響 

MIT 自動車プログラムとミシガン

製造技術センター（MMTC）が 2003

年と 2006 年に共同で行った調査は

従業員 500 名未満の中小企業で二次

サプライヤーの企業を対象にして当

該企業自身とその顧客の調達につい

て調べたものである。同調査の結果

は中国からの競争圧力がかなり強い

ことを示すものであった。例えば、

2003 年調査では回答企業の 87％が

低賃金国の企業に仕事を奪われたと

答えている。また 2006 年調査では最

大の顧客が中国等、アジアの低賃金

国に移転していると答えた企業は回

答の 57％に達する。 

今のところサプライヤー自体のオ

フショアリング比率は比較的低い率

である。中国に業務をオフショアリ

ングしている企業は 3 分の 1 以下で
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あり、この中でも中国から調達して

いる企業の比率は 11％である。ただ

しこの比率は 2 年前では 5.6％だっ

たことを考えると急速に上昇しつつ

ある。しかもオフショアされる業務

は技術水準が低い業務とは限らない。

例えば最もオフショアリング比率の

高い業務には tooling build testのよう

な複雑な業務が含まれている。 

 

このような傾向から米国産業が脅

威に晒されていると考えるべきか否

か。先述したようにオフショアリン

グの効果にはプラス面とマイナス面

の両面があるということを前提とし

た上で、Case Western University の

Susan Helper 教授は米国自動車産業

に悪影響を与えると考えられる要因

を挙げている（注 4）。 

 

（１）コスト要因過小評価による投

資決定の歪み 

調達先を中国などの低賃金国に移

す決定を行う場合、中国などアジア

の低賃金国におけるコスト要因を過

小評価することによって間違った決

定を行う可能性がある。多国籍企業

といえども通常コスト要因として重

視するのは主として労働コストであ

るが、労働コスト自体は実は総コス

トに占める比率は製造業において 5

－15％と比較的小さい。他に重要な

のはサプライヤーが遠隔地にあるこ

とで生じる「隠れたコスト」と呼ば

れるコスト要因であり、それには次

のような要因がある 

① 経営首脳陣が新製品の導入など

に費やすべき時間と労力を海外

の遠隔地へ出張したり、サプライ

ヤーとのコミュニケーション等

に割かれることによる経営資源

の浪費 

② ジャスト・イン・タイム方式を採

用する場合における長いサプラ

イチェーンが引き起こすリスク

の増加 

③ 遠隔地における間接管理に伴う

ハンズオフ・コストの増加。開発、

設計、生産の各分野間のコミュニ

ケーションがより難しくなるこ

とによって偶発的新技術の発見

が阻害される可能性が増すこと

と、品質問題の解決が難しい 
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（２）低価格品購入の長期的インパ

クトに対する考慮の欠如 

2004 年の McKinsey 調査によれば

中国製の自動車部品の価格は米国製

の類似品に比べて 20～30％低いと

いう結果が得られている。この状況

が続く限りにおいては消費者や部品

のユーザーは中国製部品の輸入には

メリットがある。しかし、長期的に

は為替レート変動および輸送コスト

の変動（例えば石油価格上昇等によ

る）のような変動要因が中国製品と

の価格差を縮小させることが考えら

れる。 

一旦米国内の企業が倒産した後に

このような変動が生じると後戻りは

極めて困難であり、多くの産業にと

って広範なオフショアリングを進め

ることは必ずしもさほどの優位性を

もたらさないと考えられる。 

さらに、米国企業は自己の得意分

野（高度なスキルを必要とする業務）

に集中し、組み立てのような労働集

約的な作業をオフショアリングする

ことによって競争力を高めることが

できるという議論もある。しかし、

この議論は「トリアージ」という点

で成功となるオフショアリングの種

類があることを想定しているが、ト

リアージの代わりにオフショアリン

グが産業全体の空洞化（つまり業務

の一部をオフショアリングすること

が次の業務のオフショアリングに繋

がるという意味で）を促進する可能

性も否定できない。このどちらの効

果が強いのかは恐らく産業ごとに異

なると思われる。例えば Brown の研

究によれば半導体の設計ではオフシ

ョアリングが米国内の高度なスキル

を要する業務を存続させる結果とな

っているが（注 5）、 

自動車のような「インテグラル（統

合的）」な産業では空洞化の効果がよ

り大きい可能性がある兆候がみられ

る。例えば上記のトリアージ議論に

よればより高度なスキルを必要とす

る業務は米国内に残ると考えられる

のに対して実際には自動車部品にお

いては輸送コストを節約するために

最終製品のアセンブリー（比較的技

術水準の低い業務と考えられる）は

米国に残り、高度な技術を必要とす

る業務はむしろ中国にオフショアリ

ングされる、というように想定とは

全く逆の傾向を示している。 
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（３）サプライチェーン変更がもた

らす社会的コストの負担 

上記に挙げた（1）と（2）のコス

トは企業が負担するコストであり、

企業の利潤最大化の目標に影響を与

えるが、この他オフショアリングは

社会全体が負担するコストも惹起す

る。その一つは地域の雇用や税収等

に与える影響である。オフショアリ

ングの拡大は企業が立地する地域の

コミュニティーの雇用数や賃金に影

響を与え、それがさらに税収や経済

成長にまた影響する。 

もう一つの影響は産業クラスター

が縮小することの影響である。これ

は相互に影響を及ぼしてきた企業間

の連関を薄め、企業間の連携からし

ばしば生まれるイノベーションをも

減少させる可能性がある。 

 

３．ビッグ３および米系部品メーカ

ーの中国進出が米国産業に与え

る影響 

 

米中経済・安全保障審査委員会

（USCC）の問題意識は①ビッグ 3

が中国において合弁会社を設立し大

規模な投資を行っているが、これは

米国のサプライヤーに対してどのよ

うな影響を与えるのか、②米国の部

品メーカーは中国に工場を移転する

圧力を感じているのか、③こうして

中国に工場を移転した部品メーカー

はいずれ米国に製品を逆輸出するこ

とになるのか、という点にある。こ

れは正に米国の自動車産業が中国貿

易からどのような影響を受け、将来

の産業構造にどのような影響を与え

るかという問題に直接係わる問題意

識といえる。 

 

先述のHelperはこれらの問題につ

いて、次のように証言している。 

「ビッグ 3 の中国進出は部品サプ

ライヤーに対して相当のコスト圧力

をかける要因となっているのは間違

いない。サプライヤーとしてはこの

圧力に対応する唯一の方法は自らが

部品を中国から調達することだと感

じていると思うし、それは事実中国

からの調達比率が 2 年間で 2 倍に増

加していることからも示されてい

る」 

 

「米国部品サプライヤーが直面し

ている問題はサプライヤーの競争力
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には大きな格差があり、トップ 10％

以外の大半の企業は投資や雇用面で

四苦八苦している状況にある。今後

中国製品の価格が上昇したり、中国

企業が競争相手となる場合はさらに

問題が出てくるし、失業した労働者

を以前のような生計費をまかなうだ

けの収入のある職に再雇用させるこ

とが困難である以上、社会全体にと

っても問題であると言える」 

 

先に提起されたトリアージの議論

に関連して自動車部品産業において

①米国と中国のメーカーの競合/分

業関係がどのような現状にあり、ど

のような方向にあるのか、②いずれ

逆輸出されるのか、が重要なポイン

トである。これについて自動車産業

の専門家である MIT 国際自動車プ

ロジェクト J. Moavenzadeh 局長は次

のようにまとめている。 

 

（１）中国の国内メーカーは一般的

にいってローエンドの製品の供給に

競争力を持ち、外資系企業はより複

雑な製品の供給に競争力を持ってい

る 

中国市場における外資系製品と国

内メーカー製品の市場シェアを比較

すると、ホイールボルト、ホイール

リム、鉄製ホイール、後輪アクセル・

ハウジング、アクセル・シャフトな

どの部品では中国国内メーカーがほ

ぼ 100％のシェアを有している。こ

れに対して外資系製品のシェアが最

も高い部品はサスペンション・シス

テム、ブレーキキャリパー、ABS で

ある。エンジンコントロール部品も

100％外資系製品である。これらは中

国に輸入される部品は含まれない。 

 

（２）米国から中国に輸入される部

品で主要なものはシート、エアバッ

グ、ギアボックスなどの高度で複雑

な製品である。一方米国が中国から

輸入する主要な部品はラジオ、ブレ

ーキ部品、アルミ・ホイール（多く

はアフターマーケット用）等である。

しかもこうした米国が輸入する中国

製自動車部品は多くは米国企業の子

会社ないし合弁会社で製造されたも

のである。上海デルファイが自動ド

アシステムを米国に輸出しているの

がそうした例の一つである。 

 

（３）逆輸出については既に始まっ
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ており、問題はむしろその規模ない

し程度である。これには明確な予測

はしにくいが、判断材料として次の

ような要因を考えることが必要であ

る。 

 

＜逆輸出の可能性を減少させる要因＞ 

① 自動車部品に対する関税率の引

き下げ（2006 年 7 月以降中国の

自動車部品に対する関税率は

10％となった）これは米国内で生

産し中国に輸出するコストを下

げる効果を持つ 

② 輸送コストの上昇。石油価格は長

期的に上昇する見通しであり、中

国製品の輸入コストを引き上げ

る 

③ 自動車の設計構造におけるモジ

ュラー化の進展。自動車はエレク

トロニクス製品と異なりモジュ

ラー化の程度は小さい。すなわち

インテグラルな製品である。しか

し最近の傾向としてはその中で

も若干モジュラー化が進む傾向

がある。一般的に大きなモジュー

ル（例えばコックピット・モジュ

ール）は米国内で生産されて取り

付けられるのでモジュール化が

進展すると国内調達が増えるこ

とになる 

④ 中国の労働コスト上昇 

⑤ 為替レートは元切り上げ圧力に

より元レートが上昇する傾向に

あり、中国製品の価格を押し上げ

る 

 

＜逆輸出の可能性を増大させる要因＞ 

① 通信技術や IT の進歩、言語の壁

が徐々に低減していくことによ

って取引コストが低下する。これ

は中国製品輸入のコストも低下

させる効果を持つ 

② 中国でますます R&D 能力を拡充

していること 

R&D 能力が拡充すると複雑な製

品を開発したり、製造するコストを

低減できる。中国はいずれ R&D 能

力をたかめるであろうが、問題はそ

れに要する時間である。 

少し本論からは離れるが、中国の

国別自動車部品貿易をみると中国は

日本、EU、韓国から主として輸入し

（2006 年の輸入額はそれぞれ 36 億

ドル、32 億ドル、26 億ドル。同 3

国・地域のシェアは 83％に達する）、

輸出先で最も大きいのが米国（35 億
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ドル）、日本（15 億ドル）、EU（14

億ドル）である。特徴的なのは中国

からみて米国は大幅な輸出超過、日

本、EU、韓国は大幅な輸入超過とい

うパターンを示していることである。 

 

４．変化する要因 

 

上記の要因の中で輸入増加の可能

性を抑える要因として挙げられてい

るものは③を除き主としてコスト差

に関連する要因だが、これらが決定

的に重要な要因であれば既に 2006

年の数値の減少となって表れる筈で

あるが、現実の貿易統計はそのよう

な兆候を表していない。 

また、中国との製造コストの差に

ついては日本の場合、デジタル家電

のケースについてジェトロが行った

在中国日系企業へのヒアリング結果

によれば（注 6）、中国生産拠点の製

造コストは日本国内生産に比べて 1

～2 割安い水準という数字であり、

先の米国との価格差に類似している。

デジタル家電では部材の輸入比率が

高いことや地場メーカーからの調達

が限定的なことからコスト差が中国

に決定的な優位性を与えていないと

しているが、これを自動車に置き換

えて考えると自動車では中国の生産

拠点における部材の輸入比率がデジ

タル家電よりも低い（国内調達比率

が高い）と考えられるので、中国生

産の優位性、言い換えれば中国で生

産して海外に輸出する優位性、が高

い要因になる。これは中国から輸出

するのか外資系か中国国内メーカー

かを問わない。 

むしろ中国の産業ベースがますま

す拡大することと産業集積が地域的

に進むことによってより複雑な製品

の製造コストを抑えながら輸出が拡

大していく可能性も大いに考えられ

る。なお、McKinsey では中国のよう

な低コスト国から調達が拡大してい

る自動車部品のオフショアリングに

ついて分析している（注 7）。それに

よると部品の特性が①労働コストが

主なコスト要因である部品、②技術

的には高度だが、製造に多くの労働

投入が必要な部品、等によって調達

コスト削減効果の大きさ（即ちオフ

ショアリング拡大）が異なること、

②に属するブレーキキャリパー、ス

テアリングピニオン等の部品でもサ

プライヤー能力向上に必要な投資を
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行う等によって調達コストを下げ、

オフショアリング拡大の可能性があ

ることを示唆している。 

中国からの自動車部品輸出が今後

米国向けに急速に拡大し続けるか否

かを検討する場合、もう一つ重要な

要因は中国における生産性の上昇で

ある。中国の輸出シェアで過半を占

める外資系企業は生産性で中国国内

企業のおよそ 9 倍の生産性があり、

輸出価格も高い（注 8）。これは外資

系企業についてであるが、中国の国

内企業についても合弁を通じる技術

移転等により生産性を高めて、輸出

競争力を強める可能性は自動二輪車

の例をみても否定できないであろう。 

 

今後の自動車部品貿易が継続的拡

大に向かうのか判断するにはいま少

しの時間が必要であるにしても中国

からの自動車部品対米輸出は今後急

増する可能性は大きいと思われる。 

 

注 1 佐々木高成「中国産業について分かれ

る米産業界の見方とその背景」季刊

「国際貿易と投資」No.60 pp5－18 

注 2 US Automotive Parts Imports, 1999- 

2007, Office of Aerospace and 

Automotive Industries' Automotive 

Team , U.S. Department of Commerce 

 http://www.ita.doc.gov/td/auto/data/part

sdataintro.html 

注 3 The China Business Forum, “The China 

Effect: Assessing the Impact on the US 

Economy of Trade and Investment with 

China”, January 2006 

注 4 Susan Helper, “China’s Impact on the 

U.S. Automotive Supply Base”, 

Statement before the U.S.-China 

Economic and Security Review 

Commission, July 17, 2007 

注 5 Clair Brown and Greg Linden, 

“Offshoring in the Semiconductor 

Industry: Historical Perspectives”, 

Institute for Researchon Labor and 

Employment, 2005 

注 6 2004 年版ジェトロ貿易投資白書 p72 

注 7 Markus Bergmann, Ramesh 

Mangaleswaran, and GlennA. Mercer 

“Global sourcing in the auto industry”, 

The McKinsey Qurterly, December 

2004 

注 8 Bruce Blonigen and Alyson C. Ma, 

“Will China soon be making not only 

cheaper, but also better, products than 

everyone else?”. November 13, 2007 

http://www.iti.or.jp/

http://www.ita.doc.gov/td/auto/data/part
http://www.iti.or.jp/


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


